





























































































蒸発量は小型蒸発計を用い、蒸発量は、0,2,5cm の異なる 3 種類の深さで砂マルチを施した
土壌カラムを用いて測定を行った。これら水理特性に基づく推定値の精度を圃場規模で検討
するため、ライシメータによる土壌面蒸発量の測定を行った。この結果、蒸発量では、5cm









































































帯垂直偏波における輝度温度の閾値（朝と夜の衛星パスに対してそれぞれ 258.2 と 260.1 K）













結果、地上観測値と R2 = 0.6780.021 (P < 0.01) の相関があった。また標高、気温及び
土壌水分が春季土壌融解に影響する主要因であることが示された。8 年間の春季土壌融解発
生の地理的境界変動と温度変化に有意な相関が認められたのは中国北東部（R2 = 0.50, P < 















解前ダスト発生回数は非凍結地域の面積割合と正の相関(R2 = 0.82, P < 0.01)があった。一
方、土壌水分が高いときの融解後ダスト発生回数は凍結地域の面積割合と負の相関があった






























よって事業が実施される以前の 1999 年の状況と、実施後の 2007 年の状況を把握し、事業の
実施による影響を分析した。サンプリング方法は単純無作為抽出法であり、有効サンプルは、
紙坊溝流域の 59 世帯と県南溝流域の 53世帯である。 
 1999 年と 2007 年の 2時点の、紙坊溝流域の農家のパネルデータに基づき、DEA法を用いた 
Malmquist 生産性指数を用い、農業生産の全要素生産性の変動を分析した結果、2007年の生
産性は 1999 年の生産性に比べて、52.5%と著しく増加したことが示された。さらに全要素生
産性の成長率を技術進歩、純技術効率および規模効率の変動に分解した結果、技術進歩は
76.0%上昇し、一方、純技術効率と規模効率の積である技術効率は 13.5%減少したことから、
技術進歩が全要素生産性の成長の要因と考えられた。また農業生産性向上の要因を分析した
結果、これらの向上には段々畑の造成、農業改良普及事業支援および低利融資が有意な正の
相関関係を持つことが示された。 
 つぎに、両流域の 2007年のデータを用いて農業生産の効率性向上に影響している要素を分
析した。その結果、農業生産の効率性と、小さな経営規模および出稼ぎ送金が有意な正の相
関関係を持つこと、耕地細分化および農地の賃貸借割合が有意な負の相関関係を持つことが
示された。さらに出稼ぎ労働に関する詳細な情報が得られた紙坊溝流域に焦点をあて、出稼
ぎ労働所得を加えた分析を実施した結果、農家家計の効率性と、出稼ぎ労働所得割合が有意
な正の相関関係を持つこと、耕地細分化が有意な負の相関関係を持つことが示された。 
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